
 

来校後、玄関から入ってすぐの部屋が待合室となっている。上履きに履き替えたら待

受験番号の確認。その後待合室に入室。指定の席はないので自由に座る。時間になる

と控室①に移動する。控室①は待合室の隣りにあり、入室の際にも受験番号の確認が

ある。5 年生に誘導されて着席。控室①にいる間にお手洗いを済ませるように案内が

ある。先生からアナウンスがあり、受験生が調査室に移動する。移動する際には 5 年

生が先頭に立ち、列ごとに移動する。前の人を抜かさないように指示がある。保護者

は 3 階の控室②へ移動。その後アンケートを記入する。 

 

●保護者アンケート 

B５程度の用紙にテーマに従ってアンケートを書く。項目は、①受験番号、②受験者

氏名、③同行保護者氏名と続柄を書く。さらに下のスペースに以下のテーマに従って

５行程度の回答を記入。 

④：お子さんが頑張ったけど失敗したことは何ですか。２つ記入してください。  

⑤：2 つ記入した事のうち、１つ選んで具体的にエピソードをお書きください。  

全部で５つを同じ大きさの枠に書く。④・⑤は５行程度記入できるとのことだが、①

～③もすべて同じ大きさの枠なので名前を書くには大きすぎるスペースと感じたとの

こと。上記の理由より、④・⑤は一言程度で答えるべきか、文章にすべきか、迷う。

記入時間は、行動観察考査がおこなわれている最中に、20 分程度。 

 

●運動 

平均台を渡るように指示がある。 

 

●行動観察 自由遊び  

・小さいボールを転がすゲームコーナー 

・トントン相撲コーナー 

・積み木コーナー 

おもちゃが準備されており、自由に遊ぶ。例年上級生が一緒に遊んでくれる場面があ

るが、今年はなかった模様。 

 

●親子活動 

行動観察を終えた受験生が保護者の待機場所に戻ったらすぐに開始。親子が合流した

ら、すぐに面接会場に誘導される。ブースは階を分けていくつかあるようで、受験番

号によって振り分けられる模様。１階面接室に誘導されたスクール会員は、隣同士の

面接室があるのを確認している。面接室Ａに受験番号１、面接室 B に受験番号２が入

室。以降は受験番号の順番に従って面接をしていく。面接室に入室すると、例年の如

く衝立があるのを確認。入室後すぐに子どもへの質疑応答。 



 

 

親子活動-受験生前半 

面接室に入ってすぐに先生から質問を受ける。 

・名前 

・誰とどうやって来ましたか。 

その後、先生に連れられてパーテーションの奥へ移動。親子活動の説明、先生と実際

にやってみる時間に。 

 

親子活動-保護者前半 

保護者面接は座って実施。アンケートに書いた２つの質問（④・⑤）について、内容

確認と、頑張ったけど失敗してしまった時に保護者としてなんと声掛けをしています

かと質問がされる。例年にあった学校案内からの質問は無かったとのこと。 

 

親子活動-受験生・保護者後半 

親子活動の内容はジャングルや海(パターンが違う場合アリ)に探検へ行くときに必要

なものを釣り竿で釣りあげる、というもの。フープの中にいろいろな道具のカードが

入っており、それぞれ磁石がついている。釣り上げたカードはフープの隣りのたらい

の中に入れるとのこと。釣り竿はかなり大きく、1 メートルくらいあったようです。 

保護者が衝立の向こうへ行く際に、先生から「どうしてそのカードを選んだのか、お

子さまに聞いてください。」と指示がある。衝立の向こうの受験生の方へ移動し、まず

は子どもから保護者にやり方の説明をする（おそらくこの時点から既に持ち時間が始

まっている）。遊びはじめてから１分半くらいで終了。 

 

 


